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保育士観察評価による幼児の食事能力の発達
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Development of the ability to eat in 1 to 2 year-Old Children
by observation of Nursery teacher
Yukie YANAGISAWA, Kikue TAHARA, Kimiko KAZAMI and Mariko IKEYA
要旨
　本研究は、板橋区立の全保育園 1 歳児クラスに在籍する 1 歳から 2 歳の幼児の食事能力の発達を幼児の
担当保育士による観察によって調査したものである。保育士が観察する対象幼児は各園よりそれぞれ 2 ～
4 名とし、保育士によって選択した。調査の結果、18月齢頃の幼児は、80％が自分で手づかみ食べができ、
またスプーンを持ち始め、介助されながらもコップを使用できることが示された。24月齢では、80%の
幼児が介助なく自分で食べ、言葉で食事量の意思表示ができることが示された。食具の扱いについては、
スプーンやフォークで上手に食べることができる幼児は約50%であることが示された。
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1．緒言
　乳幼児の食事能力は、離乳前期の完全介助から次第に手づかみ食べが発達し、依存から自立へと急激に
また多面的に発達する。 手づかみ食べ、スプーン食べの行動発達については、動作の発達の視点からビ
デオで記録をし、動作解析の手法を用いた研究がされている1 ～ 7） 。しかしそれらのほとんどが、少ない
対象者での研究であり、多くの幼児を対象とした発達研究8）は少ない。
　乳幼児が集団で生活し、さらに食事や食事の場を提供する保育所では、乳幼児の食べる機能の発達に応
じた対応が必要となる9)。また低年齢児ほど、個人の発達に応じた対応が要求されるため、各行動発達の
個人差の把握も必要となる。
　そこで、本研究は１～２歳の幼児を対象に、個々の食事能力がどの月齢で獲得されていくのか、さらに
各能力獲得のパーセンタイルを求めることで、個人差の程度を明らかにすることを目的とした。そのため、
保育所での１歳児クラスの幼児を対象に、担当保育士による食事能力の定点観察を行い、食事能力の発達
を検討した。
2．方法
　本研究は板橋区との共同研究によって、板橋区立の全ての保育園45園で、園児の食事に関わる保育士、
管理栄養士・栄養士、調理員の協力を得て調査したものである。
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（1）調査対象
　調査の対象児は、板橋区立保育園全45 園の1歳児クラス児から、各園の保育担当者が対象児を2 ～４名
選出した。選出に当たっては、以後1年間の観察が可能と推察される園児であること、さらに該当クラス
の中で発育発達状態や家庭環境が突出していない園児であることを考慮した。その結果、本研究の対象者
は計149名（男児79名・女児70名）となった。調査期間は、平成14年 6 月～平成15年 3 月までの10ヶ月
間である。
　本調査は、板橋区の許可を受け板橋区保育課との共同研究として行った。対象幼児および対象クラスの
保護者への説明は各園の園長によって実施され、板橋区内での公表および、学会等での発表の承諾を得た。
表１　食事能力の発達調査項目
　    　発　達　項　目                   行  動  項  目
食事の自立性
の発達
自分で食事をする力
手づかみ食べができる　（手づかみ食べ＋介助）
スプーンで食べ始める　（手づかみ食べ＋スプーン＋介助）
スプーンで食べることが多くなる（全体量の半分以上）
介助なくほとんど自分で食べる
意思表示
しぐさで　（もっと欲しい・いらないなど）
言葉で　（もっと欲しい・いらないなど）
自食と食具の
扱いの発達
手で食べる
一口大のものを一つずつつまんで食べる
大人が手に持ち、一口ずつかみ切らせながら与える
スティック状のものを自分から持って食べる
大きさ・形の違う物、硬さの違う物を上手に持って食べる
食具を
使って
食べる
スプーンで
食べる
スプーンを持ち始める　（上握り）
こぼしながらも、すくって食べる
スプーンで上手に食べる
フォークで
食べる
フォークを持ち始める
さしたり・すくったりとフォークで上手に食べる
コップで
飲む
介助されて両手をコップに添えて一口ずつ飲む
こぼしながらも自分で飲む
自分からコップを持ち上手に飲む
添え手
介助されて
言われて
自分から
食事環境への
適応の発達
自分の椅子に座る
介助されて
言われて
自分から
食事の準備が待てる
促されて待てる
言われて手をひざにのせる
食前・食事中・食後の
衛生（手洗い・おしぼ
りの使用）
介助されておしぼりを使う
言われておしぼりを使う
見守られて手を洗う
自分から手を洗う
食前・食後のあいさつ
保育士（大人）と一緒に
言われて
自分から
エプロン
介助されてつけようとしたり、はずそうとしたりする
言われてつけようとしたり、はずそうとしたりする
自分からつけようとしたり、はずそうとしたりする
椅子を持って来ようとし
たり、片づけようとする
保育士（大人）と一緒に
言われて
自分から
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（2）調査方法
　調査項目は、表１に示したように①食事の自立性の発達として、自分で食事をする能力（４項目）、食
べたい食事量の意思表示（２項目）、②自食と食具の扱いの発達として、手での食べ方（ 4 項目）、スプー
ン・フォーク・コップの扱い（ 8 項目）、添え手（３項目）③食事環境への適応の発達として、手洗い・
椅子への座り方・食事が待てる・あいさつ等（18 項目）とした。調査方法は、対象児の担当保育士が指
定の発達ポイントを随時観察・記録。指定の行動が習慣化したと保育士が判断した時期を、１ヶ月を上・中・
下旬の3 期に分けて記録した。また、記録する保育士による基準のばらつきを低減させるため、本調査実
施前に板橋区保育課による講習会を実施し、食事能力の発達に関する研修を行った。さらに観察期間中に
各園を訪問し、保育士との話し合いの場を設け観察の標準化を図った。
　今回は調査した項目の中から、保育士から対象の90%以上の幼児に関する回答が得られた項目で、かつ
1 歳児クラスの園児の食事能力の発達ポイントとして特徴的な項目について報告する。
３．結果
　図１に、各園より選出された149名の対象園児の保育園入園時期を示した。対象園児は、すべて、調査
開始時点には入園していた者である。入園時期を2 ヶ月毎に区切って示したが、対象となる園児は、12 
ヶ月齢～ 16 ヶ月齢未満で入園した児が多かったが、6 ヶ月～ 26 ヶ月未満まで広く分布しており、１歳
児クラスの保育園児として、入園時期に偏りがない対象が選出されたことが示された。尚、1 歳児クラス
には調査を開始した６月の段階では、26 ヶ月齢～ 14 ヶ月齢の園児がいるクラスであり、調査終了の 3
月の時点では35 ヶ月齢～ 25 ヶ月齢の園児がいるクラスとなる。
図１　対象児の保育園入園時月齢
1）6ヶ月表記は、月齢 6ヶ月以上 8ヶ月未満齢を示す。各月齢も同様に 2ヶ月間の範囲を示す。図 対象児 保育園入園時月齢
１）
１ の
1) 6ヶ月表記は、月齢6ヶ月以上8ヶ月未満齢を示す。各月齢も同様に2ヶ月間の範囲を示す。
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　図２に、自分で食事をする力の代表として「手づかみ食べができる」「スプーン食べの開始」「介助なく
ほとんど自分で食べる」状態が習慣化したと保育士が評価した月齢を、それぞれ累積度数で示した。その
結果12月齢の段階で、手づかみ食べができる児は20％に満たないが、18月齢になると80％の児が介助さ
れながらも手づかみやスプーンを使いながらの食事ができるようになることが示された。しかし、その時
点で介助無くほとんど食べられる児は10％程度であった。 6 ケ月後の24月齢頃では、約８割の幼児が、「介
助なくほとんど自分で食べる」能力を持つことが示された。図 3 には、図 2 で示した発達ポイントをそれ
ぞれ10%、50％、90％タイルの獲得月齢を示した。「手づかみ食べができる」が50％タイルに達するの
は15.0月齢であり、また、10%タイルと90％タイルには10.3ヶ月の差が認められた。また、「手づかみ食
べができる」から「スプーン食べの開始」までには、約1～ 2ヶ月の差が認められた。「介助なくほとん
ど自分で食べる」の10%タイルは18.5月齢、90%タイルは26.0月齢であった。
図２　自分で食事をする力の発達
図３　自分で食事をする力の発達の個人差
図２ 自分で食べる能力の発達
図３ 自分で食べる機能獲得の個人差
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　図４に食事量の意思表示について「仕草で意思表示」「言葉で意思表示」ができる状態が習慣化したと
保育士が評価した月齢を、それぞれ累積度数で示した。12月齢では保育士に対して、意思表示ができる
児はほとんどいないが、24月齢では仕草で意思表示が、ほぼ100％に達し、言葉で意思表示も80%に達す
ることが示された。また仕草での意思表示と言葉での意思表示との差は約５ヶ月程度であった。
図４　食事量の意思表示の発達
　図５に食具の扱いの発達を示した。手づかみ食べと並んで自食の開始となる「スプーンを持ち始める」
は、12月齢の時点は、10％の幼児にしか見られないが、18 ヶ月では80％に上昇した。また、「スプーン
で上手に食べる」についてはスプーンでの食べ始めから、上手に食べられるようになるには7～8ヶ月程
度かかることが示された。また、スプーンより3～7ヶ月遅れてフォークを持ち始めることが、さらに24
月齢では50％の幼児がスプーンやフォークを上手に使って食事ができることが示された。30月齢でほぼ
全ての幼児が食具を使って自分で上手に食べると保育士が判断できる状態になることが示された。
図５　食具の扱いの発達
図４ 食事量の意思表示能力の発達
図５ 食具の扱い能力の発達
フォーク持ち始める
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　スプーン・フォークの持ち始めや、上手に使うための能力の個人差は、図６に示したように、10%タイ
ルと90%タイルとの比較では、スプーンで持ち始めの時期・上手に食べる時期とも9.0 ヶ月、フォークでは、
持ち始めの時期が12ヶ月、上手に食べる時期で11.8ヶ月の差が示され、スプーンよりフォークの方が個
人差が大きいことが示された。
図６　食具の扱いの発達の個人差
　
　図 7 にコップの扱いの発達を示した。「介助されてのコップの使用」に引き続き、「自分から持って上手
に飲む」ようになるのは、コップを使用し始めてから約４ヶ月位で上手に飲むことができることが示され
た。「自分から持って上手に飲む」の50%タイルは約18月齢で、その6 ヶ月後の24月齢は、ほぼ100%タ
イルとなった。
図７　コップの扱いの発達
図６ 食具の扱い能力の個人差
フォーク持ち始める
図７ コップの扱い能力の発達
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　図 8 に食事環境への適応能力の発達を示した。自分から椅子に座り、保育士による食事の準備が待てる
ようになるのは、18月齢ではまだ３割の幼児のみであるが、24月齢では、双方とも80％タイルに達した。
また、自分から手洗いをするようになるのは、24月齢でも50%タイルに満たなかった。
図８　食事環境への適応の発達
　
　表２に1歳児クラスの幼児の食事能力の発達概要をまとめた。調査の結果、18月齢頃の幼児は、80％
が自分で手づかみ食べができ、またスプーンを持ち始め、介助されながらもコップを使用することができ
ることが示された。24月齢では、80%の幼児が介助なくほとんど自分で食べ、言葉で意思表示ができる
ことが示された。食具の扱い・環境への対応については、スプーンやフォークで上手に食べることができ
る児は約50%であることが示された。
表２　１～2歳児の食事能力のまとめ
食事の自立性 食具の扱い 環境対応
18月齢 ◦ 80％の幼児が手づかみ食べ・
スプーン食べができる。
◦ 60％の幼児が仕草で意思表示
する。
◦ 80％の幼児がスプーンを持ち
始め介助されながらコップを
使用することができる。
◦ 30％の幼児が椅子に自分から
座り・食事の準備が待てる。
24月齢 ◦ 80％の幼児が介助なくほとん
ど自分で食べ・言葉での意思
表示ができる。
◦ 50％の幼児がスプーン・フォー
クを上手に使って食べる。
◦ 90％の幼児が自分でコップを
上手に使用する。
◦ 50％の幼児が自分から手を洗
う。
◦ 80％の幼児が椅子に自分から
座り、食事の準備が待てる。
４．考察
（1）食事能力の発達
　食具を使って食べる行動の発達は、保育所での調査報告があるが6,7)、手づかみ食べについては、多く
の幼児の成長を観察した研究は少ない。幼児の身体機能の発達を示すものとして日本版デンバー式発達ス
クリーニングテストがある10)。これは乳幼児の発達を4 領域（個人―社会、微細運動－適応、言語、粗大
運動）に分け、104項目が示されている。しかし本研究で扱った食べる能力に関する項目は少なく、「コッ
図８ 食事環境への適応能力の発達
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プから飲む」「あまりこぼさずスプーン使用」と手づかみ食べに関連した「親指を使ってつかむ」「親指と
人差し指の指先でつかむ」が示されている。「コップから飲む」は75%タイルが14月齢であり、本結果の「介
助されてのコップの使用」の75%タイルが16月齢であったのと大差がなかった。スプーン使用は75%タ
イルが20月齢とされ本研究で示された「スプーン持ち始め」と「スプーンで上手に食べる」の75%タイ
ルの中間となった。本研究では、同じ行動でも開始したポイントと、自食の到達である「上手にできる」
の 2 点を評価することによって、よりきめ細かな能力の発達を確認することができた。
　１歳の幼児の食行動の発達および遊び食べの効果については、八倉巻らの論文に詳しい11)。本研究は、
保育士によって、幼児の各行動の習慣化が見られた時期の調査であったが、家庭での行動は、介助の拒否
等を伴いながら、幼児が一人で食べようとする様子が報告されており、家庭内での幼児の行動発達と、保
育所内での行動発達には若干のズレが生じる可能性がある。しかし保育士による評価の方が、他の幼児と
の比較ができるという点では優れていると考えられる。
　幼児の食べる行動のパーセンタイルを示した調査として、昭和61年に実施された報告がある8)。これら
は、思い出し法による母親調査である。本調査と観察項目が一致した「コップを持って上手に飲む」の
50％タイルが11～12月齢であり、今回の保育士による調査結果は18月齢で、それより達成時期が約半年
以上遅くなっている。これは、本調査が思い出し法ではなく、リアルタイムでの評価である点と、保育士
による相対的な評価であることが影響しているものと考える。
　向井らが示している食べる行動と機能の発達過程12)では、発達のパーセンタイルの表示はなく、大ま
かな期間が示されているのみであるが、それによると手づかみ食べが11 ～約24月齢と示されている。ま
た「ひとり食べ」は14月齢ころからの開始となっている。今回の調査でも「手づかみ食べができる」の
100%タイルが、ほぼ24月齢で向井らの発達過程とほぼ一致した。また、「ほとんど自分で食べる」は16
月齢頃より観察され、100%タイルが30月齢で、発達期間が向井らの報告とほぼ一致した。加えて、本調
査によって、食事能力に関連する各行動にパーセンタイルを示すことができたことは、特に集団を対象と
する保育所での食事に有用であると言える。
（2）食事能力の発達の個人差
　個人差については先にも考察したが、「手づかみ食べができる」は、10%タイルから90%タイルまで約
10ヶ月を要した。また「ほとんど自分で食べる」は、同様の条件で７ヶ月を要す。デンバー式の報告に
ある「スプーン食べ」を比較すると、50%タイルから100%タイルまで達するのに約６ケ月を要しているが、
本研究のスプーンおよびフォークで上手に食べるも50%から100%までは同じく約６ケ月を要し、発達の
個人差のレベルがほぼ一致した。本研究では、今回示した行動の他にも食事能力の発達時期を調べており、
今後、行動内容と発達の個人差の関連、さらに発達時期と個人差の関連を検討する必要がある。
（3）食具の扱いの発達
　本研究では、手づかみ食べができる時期とスプーン食べの開始の発達がほぼ同時期で、各パーセンタイ
ルもほぼ同様に発達することが示された。介助食べから、自立食べへの移行期は手づかみとスプーン食べ
を併用しながら発達していくことが示唆された。そのためこの時期の食事は、幼児がスプーンですくえる
形態であることと、手でつまめる形態が食事に含まれることが望まれ、料理の形態によってそれぞれに対
応させる配慮が必要と考える。また本研究では、スプーンの持ち始め・使用から、次いでフォークの持ち
始め・使用が観察された。金子ら13)も初めての食具はスプーンで、その後フォーク、箸と進めることを推
保育士観察評価による幼児の食事能力の発達（柳沢 他） 117
奨している。しかし、1992年に練馬区立保育園で調査した伊与田の研究6)では、当時は1～5歳のどの年
齢でもスプーンが使用されていなかった。保育所では、その後の手づかみ食べとスプーン食べの手と口の
協調運動の研究成果1-4)からスプーン食べが推奨され、スプーンを導入した後にフォークを使用するよう
に変化していった。しかし家庭では、つきさして食べられるフォークの導入は早く、先の母親調査の結果8)
でもスプーンとフォークの使用はほぼ同じ時期に発達し、双方の50%タイルが15～16月齢で80%が19～
20月齢となっている。今回の保育士による観察評価の結果では、「スプーンを持ち始める」の50%タイル
が16月齢、「フォークを持ち始める」の50%タイルが21月齢であり、 5 ヶ月の差が認められた。しかし、
双方の「上手に食べる」のパーセンタイルは図 6 に示したようにほとんど差が無く、指先の機能の発達に
より双方ともほぼ同じ時期に上達することが示唆された。
（4）保育所での食事における対応
　先に述べたように家庭での保護者による評価に比べ、保育士による評価の方が発達時期の終点が遅いこ
と、またデンバーの評価点も本結果よりやや早めの傾向があることが示された。保育所での食事は基本的
に 1 日 1 回であり、集団生活のため必ずしも家庭と同じ行動が見られないことも考えられる。さらに保育
士の到達点時期の評価は、複数の幼児の行動との比較が可能であるため、家庭での保護者評価より遅れた
ものと考える。
　しかし本研究で示したように、食べる能力に関連する行動の発達は、早く進む者とゆっくり進む者の差
は大きい。家庭では1人の幼児に関わるだけであるが、保育園では１人の保育士が数人の幼児に関わり、
しかも同じクラスでも幼児の月齢は12ケ月の開きがある。デンバーの評価点でも、スプーン使用や親指
と人さし指でのつまみは、微細運動系の中でも発達の個人差が大きい行動であり、保育所での食事におけ
る個人対応は、より一層のきめ細かさが望まれる。
　さらに幼児の食生活習慣形成のための保育所での指導・教育を検討した研究14)では、１・2歳児でも食
具の使い方に保育所での指導・教育効果があるとしている。また本報告では、食べ物との対応については
触れなかったが、スプーン食べや手づかみ食べは、それらを誘発し、発達を促しやすい食物形態がある7）。
保育所での食事はこれらの配慮をしながら、幼児の能力を引き出す観点を含めた食事設計が望まれる。
　最後に、離乳期における子どもの食行動の発達と母親の食事介助の影響を分析した報告15)では、早期に
自分の手を使って乳児が食べ物に触れることの重要性、食べることに対する母親の適度な介入の有効性が
実証されている。保育所での保育士あるいは栄養士による適度な介入の有効性はまだ検証されていないが、
個人差を認めつつ、保育士による適度な介入も加えて、幼児の食事能力の発達を促すことが必要であろう。
５．結論
　本研究は、担当保育士による観察評価により、１歳児クラスの幼児（1～2歳児）の食事能力の発達時
期を分析した。18月齢頃の幼児は、80％が自分で手づかみ食べができ、またスプーンを持ち始め、介助
されながらもコップを使用できることが示された。24月齢では、80%の幼児が介助なく自分で食べ、言
葉で意思表示ができることが示された。食具の扱い・環境への対応については、スプーンやフォークで上
手に食べることができる児は約50%であることが示された。保育所では、これらの食事能力の獲得時期は
個人差が大きいことを配慮して、一人ひとりに合った食事対応をしていくことが望まれる。
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